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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、後期促進複合体のサブユニットをコードしています。この複合体はE3ユビキチンリガーゼであり、タンパク質をユビキチン化して分解することにより、細胞周期の中期から後期への進行を制御します。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	ANAPC1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	ANAPC1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

